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次の定例議会は
１２月３日（木）開会です

１２月 定例議会  会期日程のお知らせ

   ３日 ( 木 )  本会議（開会 . 議案説明）

   ７日 ( 月 )  本会議（一般質問）

   ８日 ( 火 )  本会議（一般質問）

   ９日 ( 水 )  委員会（～１６日）

1 ７日 ( 木 )  本会議（報告 . 採決 . 閉会）

   ＊日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴してみませんか！

　議会の本会議は、本庁舎の３階にある本会

議場で行います。議会の傍聴は、議会が開催

される当日に３階の議会事務局で受付をする

だけです。

　また、より多くの皆さんに議会をご覧いた

だけるよう本庁

舎と各支所１階

ロビーにＴＶモ

ニターを設置し

同時放映を行っ

ています。

　～ これまでの経過 ～

H20.6.25 特別委員会を設置し検討を行う
同委員会を全 9回開催

H21.5 市民に条例案を公開し意見募集

H21.9.18 条例案を提出、全会一致で可決

H21.10.1 条例施行

「 政治倫理条例 」主な内容
３条「政治倫理基準」
　議員は市民全体の奉仕者として常に自覚し
行動する。自己の立場を利用し特定の者の利
益誘導をしない
４条「契約等に関する遵守事項」
　議員とその配偶者の２親等以内の親族等が
関与する企業は、市または市が関与する公共
団体との契約等を辞退する
５条「政治倫理審査会」
　調査請求があった場合、議員等に対し事情
聴取や資料の提出を求めるなど必要な調査を
する
６条「調査請求権」
　市民は、議員が政治倫理基準や契約の遵守
事項に違反する疑いがあるとき、証拠資料を
添えて調査の請求ができる（有権者 100 分
の 1の署名押印を要す）
９条「違反の措置」
　審査会が議員の規定違反を認めたとき、議
長は辞職勧告を議会に諮ることができる

市民代表者としてのあり方
市独自の政治倫理を規定

　9 月定例議会で制定した「市議会議員の政

治倫理に関する条例」は、地方自治法で定め

る「兼業禁止」規定を超えて、より厳しく市

独自の政治倫理基準を設定するものです。

　よって法的拘束力は伴わないものの、議員

間、また市民との紳士協定として位置づけ、

議員がこれに反すると認めた場合には辞職勧

告を求めることも規定しています。

（発議２号関連）

（ＴＶモニター）


